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現代宗教研究　第50号（2016.3）

第
四
十
八
回
中
央
教
化
研
究
会
議

　 基
調
報
告

三
大
誓
願
に
生
き
る

　 石
橋
湛
山
の
信
仰

三
　 原
　 正
　 資

　 お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
、
第
四
十
八
回
中
央
教
化
研
究
会
議
に
、
全
国
七
三
管
区
の
方
々
に
は
、
ご
参
加
い
た
だ
き
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　 さ
て
、
本
日
、
皆
様
の
中
で
石
橋
湛
山
を
よ
く
ご
存
知
の
方
は
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　 四
八
年
前
の
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）、
私
が
立
正
大
学
へ
入
学
し
た
と
き
、
学
長
は
石
橋
湛
山
で
し
た
が
、
お
姿
を
見
る
こ
と
も

な
く
、
そ
の
後
、
私
も
完
全
に
忘
却
し
て
お
り
ま
し
た
。

　 と
こ
ろ
が
、
平
成
二
五
年
の
正
月
、
あ
る
喫
茶
店
で
手
に
と
っ
た
雑
誌
『
サ
ラ
イ
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
作
家
・
井
出
孫
六
氏
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
中
で
、
石
橋
湛
山
の
小
日
本
主
義
が
紹
介
さ
れ
、
感
銘
を
う
け
、
湛
山
を
調
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　 ま
た
、
昨
年
秋
、
開
催
さ
れ
た
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
教
団
論
セ
ミ
ナ
ー
で
、
片
山
善
博
先
生
が
、「
今
、
最
も
注
目
す
べ
き
人
は
、

石
橋
湛
山
で
す
」
と
発
言
し
た
こ
と
が
、
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　 さ
て
、『
石
橋
湛
山
』（
吉
川
弘
文
館

　 二
〇
一
四
年
）
と
い
う
評
伝
の
中
で
、
著
者
姜ジ
ヤ
ン

克ク
ー

實シ
ー

氏
は
、
彼
の
生
涯
を
次
の
よ
う
に
要
約

し
て
い
ま
す
。
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三大誓願に生きる 石橋湛山の信仰（三原）

　 石
橋
湛
山
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
つ
の
時
代
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
言
論
人
・
政
治
家
・
思
想
家
で
あ
り
、
戦
前
で
は
植
民

地
放
棄
論
、
小
国
主
義
を
唱
え
た
異
色
の
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
政
界
に
転
身
し
て
第
一
次
吉
田
内
閣
の
大
蔵
大

臣
を
務
め
、
独
立
後
、
鳩
山
（
一
郎
）
内
閣
の
通
産
大
臣
を
三
回
連
続
し
て
経
験
し
、
保
守
合
同
の
後
、
自
由
民
主
党
第
二
代
目
の
総

裁
、
第
五
五
代
内
閣
総
理
大
臣
ま
で
登
り
つ
め
た
人
物
で
あ
る
。

　 〔
湛
山
と
三
大
誓
願
〕

　 湛
山
は
、
身
延
山
久
遠
寺
第
八
一
代
法
主
と
な
っ
た
杉
田
日
布
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
戦
後
は
、
長
く
第
一
六
代
立
正
大
学
学
長
を

務
め
ま
し
た
。

　 と
こ
ろ
で
、
姜ジ
ヤ
ン

克ク
ー

實シ
ー

氏
は
著
書
『
石
橋
湛
山
』
の
巻
頭
に
湛
山
が
山
梨
県
立
第
一
中
学
校
時
代
の
一
七
歳
の
と
き
、
級
友
荒
井
金
造

に
贈
っ
た
、『
開
目
抄
』
の
一
節
、
そ
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　 善
に
付
け
悪
に
つ
け
法
華
経
を
す
つ
る
、
地
獄
の
業
な
る
べ
し
。
本
願
を
立
つ
。
日
本
国
の
位
を
ゆ
づ
ら
む
、
法
華
経
を
す
て
ゝ
観

経
等
に
つ
い
て
後
生
を
ご
せ
よ
。
父
母
の
頸
を
刎は
ね
ん、

念
佛
申
さ
ず
わ
。
な
ん
ど
の
種
々
の
大
難
出
来
す
と
も
、
智
者
に
我
義
や
ぶ
ら
れ

ず
ば
用
い
じ
と
な
り
。
其
外
の
大
難
、
風
の
前
の
塵
な
る
べ
し
。
我
れ
日
本
の
柱
と
な
ら
む
、
我
れ
日
本
の
眼
目
と
な
ら
む
、
我
れ
日

本
の
大
船
と
な
ら
む
、
等
と
誓
ひ
し
願
、
や
ぶ
る
べ
か
ら
ず
。（『
定
遺
』
六
〇
一
頁
）

　 湛
山
は
こ
の
『
開
目
抄
』
の
三
大
誓
願
の
一
節
を
引
用
し
て
、
校
友
会
雑
誌
に
「
消
夏
随
筆
」（
浅
川
保
『
石
橋
湛
山
』
山
梨
日
日
新

聞
社

　 二
〇
〇
八
年
）
を
書
き
、
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　 吾
れ
は
、
斯
の
様
に
血
と
涙
と
を
以
て
、
国
の
為
め
に
尽
す
様
な
人
物
を
是
非
現
今
日
本
の
社
会
に
欲
し
い
。
宗
教
界
に
せ
よ
、
政

治
界
に
せ
よ
。

と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
章
に
は
、
の
ち
の
湛
山
の
人
生
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　 湛
山
の
言
論
、
行
動
を
支
え
た
も
の
は
、
こ
の
『
開
目
抄
』
の
一
節
に
代
表
さ
れ
る
、
日
蓮
聖
人
へ
の
信
仰
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中

央
教
研
で
は
、
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
を
歩
ん
だ
、
湛
山
の
思
想
と
行
動
を
学
び
、
戦
後
七
〇
年
の
意
味
を
考
え
、
皆
様
が
御
降
誕
八
〇
〇

年
へ
向
う
「
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
」
に
取
り
組
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　 本
宗
は
戦
前
は
国
家
と
一
体
化
し
た
日
蓮
主
義
、
戦
後
は
国
家
と
距
離
を
お
き
、
も
っ
ぱ
ら
国
家
を
批
判
す
る
立
場
が
目
立
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
今
日
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　 佐
藤
弘
夫
氏
は
、「
国
家
と
い
う
問
題
と
日
蓮
」（『
春
秋
』
二
〇
一
五
年
六
月
号
）
と
い
う
論
稿
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　 日
蓮
は
一
方
で
は
宗
教
者
と
し
て
、
現
世
を
超
え
た
、
究
極
の
理
想
世
界
を
見
つ
め
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
卓
越
し
た
リ
ア
リ
ス

ト
で
あ
っ
た
日
蓮
は
、
そ
の
理
想
を
実
現
す
る
上
で
、
現
世
の
政
治
権
力
が
、
果
た
す
べ
き
役
割
と
、
そ
の
重
要
性
を
、
は
っ
き
り
と

認
識
し
て
い
た
。

　 立
正
安
国
、
す
な
わ
ち
宗
教
と
国
家
、
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
私
た
ち
日
蓮
宗
教
師
の
立
場
を
考
え
る
た
め
に
、
石
橋
湛
山
と
い
う
人
以

上
の
指
標
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　 渡
邉
宝
陽
先
生
は
、
石
橋
湛
山
記
念
財
団
が
発
行
し
た
『
自
由
思
想
』（
第
三
八
号

　 昭
和
六
一
年
）
の
中
で
、「
石
橋
湛
山
の
宗
教
観
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三大誓願に生きる 石橋湛山の信仰（三原）

の
一
端
と
法
縁
の
周
辺
」
と
題
し
、
湛
山
の
兄
弟
子
・
藤
井
日
靜
（
湛
山
は
望
月
日
謙
を
師
と
し
て
出
家
し
て
い
る
）
が
発
行
し
た
願
満

寺
寺
報
『
願
満
』（
昭
和
二
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
意
志
の
固
い
日
蓮
聖
人
」
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　 書
き
出
し
は
極
め
て
率
直
に
、「
私
は
、
大
蔵
大
臣
在
任
中
、
非
常
に
心
臓
の
強
い
人
間
だ
と
い
う
評
判
を
取
っ
た
。
し
か
し
、
私

自
身
は
省
み
て
少
し
も
心
臓
が
強
い
と
は
感
じ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
反
対
に
、
は
な
は
だ
気
が
弱
く
ハ
ニ
カ
ミ
や
で
、
常
に
こ

れ
で
は
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
い
っ
た
い
こ
れ
は
、
ど
ち
ら
が
ほ
ん
と
う
か
。
そ
こ
で
私
は
、
ふ
と
宗
祖
大
聖
人
の
こ

と
を
回
想
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
文
章
に
つ
づ
い
て
、
湛
山
は
「
私
の
ご
と
き
凡
愚
を
も
っ
て
、
宗
祖
に
比
す
な
ど
と
は
、
飛
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
が
…
…
」
と
述
べ

て
い
ま
す
が
、
渡
邉
先
生
は
、
こ
れ
は
「
湛
山
が
日
蓮
の
生
き
方
に
自
分
の
生
き
方
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
こ

に
湛
山
の
自
負
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　 さ
て
、
次
の
一
節
が
大
事
で
す
。

　 日
蓮
聖
人
の
意
思
の
堅
さ
は
、「
単
に
、
い
わ
ゆ
る
強
情
我
慢
と
か
戦
闘
的
と
か
、
心
臓
が
強
か
っ
た
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
鍛

え
に
鍛
え
た
思
索
の
結
果
到
来
し
た
結
論
」
で
あ
っ
た
…
…
。

　 す
な
わ
ち
、『
開
目
抄
』
一
節
中
の
「
智
者
に
我
が
義
破
ら
れ
ず
ば
用
い
じ
と
な
り
」
の
一
文
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
す
。

　 渡
邉
先
生
は
、
さ
ら
に
「
極
め
て
大
胆
率
直
な
信
仰
告
白
と
も
い
う
べ
き
」
湛
山
の
文
章
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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　 「私
が
心
臓
の
強
い
男
と
い
わ
れ
た
の
も
ま
こ
と
に
倫り
ん

を
失
し
た
申
し
条
だ
が
、
い
さ
さ
か
、
こ
れ
に
類
す
る
の
で
あ
る
。
私
は
、

自
ら
研
究
し
、
正
し
い
と
信
ず
る
主
張
を
述
べ
る
の
に
遠
慮
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
心
臓
の
ゆ
え
で
は
な
い
。
理
論
の
背

景
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
蓮
門
下
の
末
席
を
け
が
す
一
人
と
し
て
今
後
も
私
は
、
こ
れ
で
ゆ
こ
う
と
思
う
。
そ
し
て
及
ば
ず
な
が

ら
も
日
本
の
柱
と
な
り
、
日
本
の
眼
目
と
な
り
、
日
本
の
大
船
に
な
ら
ん
と
志
す
も
の
で
あ
る
。」

　 日
蓮
聖
人
の
三
大
誓
願
と
、
そ
の
一
節
を
、
湛
山
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
あ
る
い
は
政
治
家
と
し
て
の
信
条
と
し
て
い
た
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
湛
山
の
日
々
〕

　 さ
て
、
湛
山
の
日
々
を
日
記
か
ら
見
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（『
石
橋
湛
山
日
記
』
上

　 み
す
ず
書
房

　 二
〇
〇
一
年
）

昭
和
二
十
年
一
月
十
一
日
（
木
）

　 （経
済
）
倶
楽
部
午
餐さ
ん

会
第
一
回 

。
恒
例
に
依
り
予
講
演
。
予
の
戦
後
世
界
平
和
案
を
発
表
す
（
演
題

　 昭
和
二
十
年
の
課
題
）

同

　 一
月
二
十
三
日
（
火
）

　 芝
宅
に
て
十
時
よ
り
和
彦
葬
儀
を
営
む
。
導
師
望
月
日
雄
師
〔
東
京
日
暮
里
善
性
寺
住
職
〕、
杉
田
湛
正
〔
末
弟
、
静
岡
県
富
士
宮

市
一
乗
寺
住
職
〕、
黒
澤
俊
章
〔
小
田
原
蓮
船
寺
住
職
〕
両
師
亦
参
加

同

　 三
月
十
日
（
土
）
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　 今
晩
Ｂ
２
９
の
来
襲
に
依
り
芝
宅
全
焼
す

同

　 八
月
十
五
日
（
水
）

　 本
日
正
午
、
天
皇
の
玉
音
に
依
っ
て
停
戦
発
表

　

同

　 八
月
十
八
日
（
土
）

　 考
え
て
見
る
に
、
予
は
或
意
味
に
於
て
、
日
本
の
真
の
発
展
の
為
め
に
、
米
英
等
と
共
に
日
本
内
部
の
逆
悪
と
戦
つ
て
ゐ
た
の
で
あ

つ
た
。
今
回
の
敗
戦
が
何
ら
予
に
悲
し
み
を
も
た
ら
さ
ゞ
る
所
以
で
あ
る
。

　 昭
和
十
九
年
、
次
男
和
彦
を
戦
争
で
失
い
、
ま
た
東
京
大
空
襲
で
自
宅
を
焼
失
す
る
と
い
う
苦
悩
の
中
で
、
六
一
歳
の
湛
山
は
敗
戦
八

ヶ
月
前
に
は
「
戦
後
世
界
平
和
案
」
を
発
表
し
、
国
の
将
来
を
思
う
情
熱
は
お
と
ろ
え
て
い
ま
せ
ん
。
彼
の
姿
勢
が
よ
く
示
さ
れ
た
の
が
、

玉
音
放
送
三
日
後
の
日
記
で
す
。

　 い
わ
ゆ
る
戦
後
の
価
値
観
の
中
で
育
ち
、
そ
れ
し
か
知
ら
な
い
私
に
と
っ
て
、
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
を
通
し
て
リ
ベ
ラ
ル
な
考
え
方
を

強
靱
に
も
ち
つ
づ
け
た
湛
山
の
姿
は
実
に
新
鮮
で
す
。

　 連
合
国
総
司
令
部
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
昭
和
二
〇
年
か
ら
二
七
年
ま
で
日
本
を
占
領
・
統
治
し
、
そ
の
間
湛
山
は
公
職
追
放
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
礼
賛
に
満
ち
て
い
た
中
で
、
日
記
に
残
し
た
彼
の
発
言
は
さ
わ
や
か
で
す
。

昭
和
二
十
六
年
四
月
十
六
日
（
月
）
晴

　 今
朝
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
日
本
を
引
上
げ
帰
米
す
、
見
送
り
盛
ん
な
り
、
か
れ
は
世
界
で
最
も
キ
ザ
な
男
な
れ
ど
。
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　 さ
て
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）、
立
教
開
宗
七
百
年
、
湛
山
六
八
歳
の
日
記
を
見
ま
し
ょ
う
。

昭
和
二
十
七
年
三
月
二
十
日
（
木
）
晴

　 帰
宅
七
時
す
ぎ
、
日
蓮
上
人
開
宗
七
百
年
記
念
講
演
に
つ
き
考
案
。

同

　 三
月
三
十
日
（
日
）
晴

　 午
後
一
時
よ
り
駿
河
国
日
蓮
宗
寺
院
主
催
、
開
宗
七
百
年
慶
讃
大
会
（
静
岡
市
公
会
堂
）
に
て
講
演
、
予
は
二
時
す
ぎ
よ
り
三
時
半

ま
で
。
右
席
に
て
北
山
本
山
片
山
師
の
講
演
を
聞
く
、
大
い
に
よ
ろ
し

　 こ
の
後
、
四
月
六
日
に
由
比
町
正
法
寺
、
四
月
一
四
日
に
北
山
本
門
寺
、
四
月
二
〇
日
に
浜
松
・
袋
井
劇
場
、
五
月
一
七
日
に
鎌
倉
妙

本
寺
と
、
精
力
的
に
開
宗
七
〇
〇
年
慶
讃
講
演
を
す
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　 で
は
、
昭
和
三
一
年
一
二
月
、
湛
山
が
岸
信
介
を
破
り
、
首
相
に
就
任
し
た
前
後
の
日
記
を
見
ま
し
ょ
う
。

昭
和
三
十
一
年
十
月
九
日
（
火
）
曇

　 午
後
一
時
米
大
使
館
に
て
ダ
レ
ス
米
情
報
局
長
官
の
歓
迎
会
を
開
く
。

　 午
後
三
時
半
す
ぎ
、
列
車
に
て
身
延
に
向
う
、
富
士
白
衣
荘
に
泊
。
土
地
の
連
中
大
い
に
来
る
。

同

　 十
月
十
日
（
水
）
晴

　 朝
自
動
車
に
て
富
士
出
発
。
身
延
に
十
時
す
ぎ
着
、
山
田
屋
に
休
息
、
軽
装
し
て
山
上
墓
参
。
一
た
ん
山
田
屋
に
戻
り
て
昼
食
、
本
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院
に
赴
き
深
見
法
主
米
寿
祝
賀
会
に
参
列
す
。

　 湛
山
が
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
ダ
レ
ス
歓
迎
会
に
出
席
し
、
そ
の
会
場
か
ら
身
延
へ
向
か
う
と
こ
ろ
に
、
か
つ
て
「
国
の
た
め
に
尽
す

（
略
）
宗
教
界
に
せ
よ
、
政
治
界
に
せ
よ
」
と
述
べ
た
湛
山
の
面
目
躍
如
の
様
子
を
う
か
が
え
ま
す
。

　 年
が
明
け
た
昭
和
三
二
年
一
月
四
日
、
首
相
に
な
っ
た
湛
山
は
伊
勢
へ
出
発
、
一
月
五
日
、
内
外
宮
に
参
拝
し
て
静
岡
へ
戻
り
ま
す
。

昭
和
三
十
二
年
一
月
六
日
（
日
）
晴

　 朝
早
く
水
口
屋
発
。
身
延
に
参
拝
、
権
大
僧
正
に
叙
せ
ら
る
。
法
主
よ
り
法
衣
を
贈
ら
る
。

同

　 一
月
十
二
日
（
土
）
晴

　 昨
夜
十
一
日
大
阪
よ
り
急
行
玄
海
に
て
福
岡
に
赴
き
、
十
一
時
五
十
分
着
。

　 歓
迎
盛
ん
な
り
。
演
説
会
に
出
演
、
そ
の
外
、
東
公
園
に
て
日
蓮
上
人
銅
像
参
拝
、
日
蓮
宗
寺
院
及
び
信
徒
の
歓
迎
を
受
く
…
…

同

　 一
月
十
六
日
（
水
）
晴

　 十
時
官
邸
に
て
ア
リ
ソ
ン
氏
と
会
見
、
仝
氏
離
任
の
あ
い
さ
つ
。
合
せ
て
防
衛
予
算
に
つ
き
米
側
見
解
の
開
陳
あ
り
、
趣
旨
に
お
い

て
私
に
異
議
な
し
と
答
う
。
そ
れ
よ
り
前
、
九
時
、
防
衛
庁
に
お
い
て
中
国
軍
事
部
の
来
訪
を
受
く
。

　 午
後
一
時
、
岸
外
務
、
池
田
大
蔵
両
相
と
防
衛
問
題
に
て
打
合
せ
。
…
…

同

　 一
月
十
七
日
（
木
）
晴

02-01　基調報告　三原.indd   13 2017/04/10   9:37



現代宗教研究　第50号（2016.3）　　14

　 …
十
一
時
、
立
正
大
学
に
て
大
学
及
び
日
蓮
宗
連
合
の
祝
賀
会
（
私
の
た
め
）
出
席
。
夜
、
東
京
知
事
会
合
。

　 首
相
と
し
て
の
苛
酷
な
毎
日
、
そ
の
中
を
ぬ
っ
て
身
延
山
や
博
多
の
宗
祖
銅
像
へ
お
参
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
誠
実
な
信
仰
者
湛
山
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
平
和
へ
の
願
い
〕

　 こ
こ
で
湛
山
の
も
の
の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　 二
年
ほ
ど
前
、
早
川
誠
先
生
（
立
正
大
学
法
学
部
教
授
）
か
ら
「
現
代
か
ら
見
る
石
橋
湛
山
」
と
い
う
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
先
生
は
湛
山
の
考
え
方
を
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　 石
橋
湛
山
は
戦
後
一
時
期
は
、
日
本
は
再
武
装
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
議
論
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
石
橋
先
生
が
平

和
主
義
者
だ
っ
た
と
い
う
視
点
か
ら
す
る
と
、「
そ
の
と
き
、
石
橋
先
生
は
お
か
し
か
っ
た
ん
だ
よ
」
と
い
う
議
論
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
私
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
石
橋
先
生
は
現
実
の
中
で
、「
軍
が
こ
こ
は
ど
う
し
て
も
必
要
だ
な
」
と
そ
の
時
は
考

え
た
の
で
は
な
い
か
（
略
）

　 ま
ず
現
実
を
見
る
。
そ
の
現
実
の
中
で
、
ど
う
し
た
ら
人
々
が
幸
せ
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
最
優
先
で
あ
る
。

　 現
実
の
中
で
、
い
か
に
理
想
を
実
現
す
る
か
と
い
う
湛
山
の
考
え
方
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　 と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
日
蓮
聖
人
の
『
上
野
殿
御
返
事
』
の
次
の
こ
と
ば
に
通
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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　 ほ
と
け
に
や
す
〳
〵
と
な
る
事
の
候
ぞ
。
を
し
へ
ま
い
ら
せ
候
は
ん
。
人
の
も
の
を
を
し
ふ
る
と
申
す
は
、
車
の
お
も
（
重
）
け
れ

ど
も
油
を
ぬ
れ
ば
ま
わ
り
、
ふ
ね
（
船
）
を
水
に
う
か
べ
て
ゆ
き
や
す
き
や
う
に
を
し
へ
候
な
り
。
仏
に
な
り
や
す
き
事
は
別
の
や
う

は
候
は
ず
。
旱
魃
に
か
わ
（
渇
）
け
る
も
の
に
水
を
あ
た
へ
、
寒
氷
に
こ
ご
へ
（
凍
）
た
る
も
の
に
火
を
あ
た
ふ
る
が
ご
と
し
。
又
、

二
つ
な
き
物
を
人
に
あ
た
へ
、
命
の
た
ゆ
る
に
人
の
せ
（
施
）
に
あ
ふ
が
ご
と
し
。（『
定
遺
』
一
八
二
八
頁
）

　 こ
の
御
遺
文
に
て
ら
す
と
、
政
治
家
湛
山
の
日
々
は
、
自
身
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
日
蓮
門
下
の
末
席
を
け
が
す
一
人
と
し
て
」、
日

本
の
柱
と
な
っ
て
、
人
び
と
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
仏
道
の
歩
み
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　 首
相
を
辞
任
し
た
後
、
湛
山
の
平
和
へ
の
思
い
は
深
ま
り
、
湛
山
は
日
米
安
保
体
制
に
代
わ
る
新
し
い
体
制
│
日
中
米
ソ
平
和
同
盟
を

構
想
し
ま
す
。

　 今
や
世
界
は
未
曾
有
の
危
機
に
瀕
し
、
一
朝
誤
れ
ば
、
人
類
破
滅
の
悲
惨
さ
え
生
ず
る
か
に
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
態
を
救

う
も
の
は
、
世
界
を
一
仏
土
に
す
る
平
和
の
教
え
の
ほ
か
に
は
あ
る
ま
い
と
思
い
ま
す
。

　 立
正
大
学
に
は
、
湛
山
が
揮
毫
し
た
「
東
西
無
礙
如
一
家
」
の
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
華
経
が
説
く
真
理
に
立
ち
、
そ
れ
を
め
ざ
し

て
の

　 思
想
は
常
に
修
正
す
べ
き
も
の
、
修
正
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
。

　 と
い
う
湛
山
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
政
治
家
と
し
て
の
多
様
な
活
動
は
妙
用
方
便
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
て
、
湛
山
は
、

戦
前
、
戦
中
、
戦
後
、
世
の
流
れ
に
抗
し
て
世
界
を
一
仏
土
に
す
る
理
想
の
実
現
の
た
め
に
生
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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　 す
べ
て
の
国
に
対
し
、
謙
虚
な
気
持
ち
を
も
っ
て
、
相
手
国
の
立
場
を
理
解
す
る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

　 湛
山
は
日
蓮
聖
人
御
遺
文
と
若
い
と
き
か
ら
親
し
ん
だ
聖
書
を
身
近
に
お
い
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
今
日
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
狂
信
的
宗
教
が
現
代
世
界
の
混
乱
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
彼
が
こ
れ
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
た
、

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
石
橋
湛
山
は
、
こ
の
一
五
〇
年
間
、
日
本
が
ひ
た
す
ら
人
口
増
大
・
経
済
成

長
す
る
中
を
生
き
た
人
で
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
わ
が
国
は
始
め
て
、
人
口
減
少
・
縮
小
社
会
を
迎
え
ま
し
た
。
積
極
的
経
済
論

者
・
湛
山
に
学
ぶ
も
の
は
あ
る
の
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
戦
前
の
日
本
が
植
民
地
を
拡
大
し
大
国
主
義
に
走
っ
て

い
た
と
き
に
、
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
植
民
地
放
棄
・
小
国
主
義
の
方
が
経
済
効
率
的
で
あ
る
と
異
端
の
言
説
を
説
い
た
人
で
す
。

　 湛
山
の
考
え
方
・
生
き
方
の
中
に
は
、
今
日
を
生
き
る
ス
キ
ル
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
縮
小
社
会
・
小
国
日
本

の
柱
と
な
る
生
き
方
を
学
び
た
い
も
の
で
す
。

〔
湛
山
の
人
柄
〕

　 と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
四
年
に
中
央
公
論
社
か
ら
創
刊
さ
れ
た
『
週
刊
公
論
』
創
刊
号
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
に
湛
山
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
民
の
湛
山
へ
の
高
い
評
価
と
親
近
感
に
溢
れ
、
戦
中
、
戦
後
の
湛
山
の
行
動
が
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
記
事
を
掲

載
し
て
お
き
ま
す
。
あ
と
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。）

　 戦
後
の
八
人
の
首
相
の
な
か
で
、
誰
が
一
等
人
気
が
あ
っ
た
か
と
い
う
判
定
は
、
こ
れ
で
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
だ
が
タ
ク
シ
ー

の
運
ち
ゃ
ん
も
床
屋
の
お
や
じ
さ
ん
も
口
を
そ
ろ
え
て
「
石
橋
さ
ん
は
立
派
だ
よ
。
退
き
際
も
よ
か
っ
た
し
も
っ
と
や
っ
て
も
ら
い
た

か
っ
た
ね
え
」
と
い
う
。
日
本
人
は
案
外
が
ん
こ
者
が
す
き
で
あ
る
。
こ
と
に
一
国
の
総
理
と
な
る
と
、
ソ
ツ
の
な
い
八
方
美
人
を
重
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ん
じ
な
い
。
石
橋
さ
ん
の
人
気
も
、
あ
の
清
潔
な
出
所
進
退
と
「
百
万
人
と
い
え
ど
も
我
ゆ
か
ん
」
の
が
ん
こ
な
信
念
に
ゆ
ら
い
す
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　 戦
争
中
の
石
橋
さ
ん
も
見
事
だ
っ
た
。
社
長
を
し
て
い
た
「
東
洋
経
済
新
報
」
は
、
自
由
主
義
を
捨
て
な
か
っ
た
た
め
に
、
ひ
ど
く

軍
部
に
に
ら
ま
れ
た
。
節
を
ま
げ
て
軍
部
に
協
力
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
社
会
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
「
自
由
主
義
の
伝

統
を
捨
て
て
迎
合
す
る
く
ら
い
な
ら
、
自
爆
し
て
亡
び
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
石
橋
さ
ん
は
反
対
し
た
。
こ
の
土
性
骨
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
政
治
家
湛
山
の
貴
重
な
財
産
で
あ
ろ
う
。

　 石
橋
さ
ん
は
第
一
次
吉
田
内
閣
の
蔵
相
の
頃
、
終
戦
処
理
費
を
け
ず
る
こ
と
を
主
張
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
き
ら
わ
れ
、
い
わ
れ
の
な
い
追

放
の
憂
き
目
を
み
た
。
当
時
飛
ぶ
鳥
を
お
と
す
い
き
お
い
の
占
領
軍
に
日
本
人
と
し
て
最
初
の
抵
抗
を
こ
こ
ろ
み
た
の
が
石
橋
さ
ん
で

あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
中
国
を
訪
問
し
て
周
恩
来
の
ペ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
た
と
い
う
岸
派
の
Ｐ
Ｒ
は
、
よ
ほ
ど
彼
の
カ
ン
に
さ
わ
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　 石
橋
さ
ん
が
美
術
展
に
日
蓮
の
肖
像
画
を
み
に
い
っ
た
。
制
作
者
は
独
立
美
術
の
野
口
弥
太
郎
氏
、
数
年
前
に
石
橋
さ
ん
に
頼
ま
れ

た
の
が
、
や
っ
と
出
来
上
っ
た
の
だ
。
こ
の
日
、
権
大
僧
正
の
湛
山
和
尚
は
宗
祖
日
蓮
と
対
面
し
て
、
麗
ら
か
な
御
機
嫌
だ
っ
た
が
、

日
蓮
の
ふ
と
い
眉
、
し
ま
っ
た
口
も
と
は
湛
山
和
尚
と
瓜
ふ
た
つ
だ
。
絵
筆
を
と
る
画
伯
の
眼
底
に
石
橋
さ
ん
の
面
影
が
ち
ら
つ
か
な

か
っ
た
と
は
い
い
き
れ
ま
い
。
会
場
に
は
抽
象
画
が
と
こ
ろ
せ
ま
く
並
ん
で
い
た
が
、
以
下
は
石
橋
さ
ん
と
の
一
問
一
答
。「
抽
象
画

は
？
」「
わ
か
ら
ん
ね
え
。
だ
が
色
は
き
れ
い
だ
」「
す
き
な
色
は
？
」「
僕
は
赤
だ
ね
。
だ
が
赤
一
色
は
い
か
ん
。
赤
と
ほ
か
の
色
が

ま
じ
っ
て
い
る
の
が
よ
い
」

　 こ
の
問
答
に
象
徴
的
な
意
味
を
見
つ
け
る
の
は
、
コ
ジ
つ
け
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
目
下
、
石
橋
さ
ん
は
岸
さ
ん
の
外
交
政

策
に
サ
ジ
を
投
げ
、
保
守
党
の
脱
皮
を
つ
よ
く
望
ん
で
い
る
。
自
民
党
の
左
、
社
会
党
の
右
、
い
わ
ば
進
歩
的
保
守
党
の
線
だ
。
石
橋

さ
ん
の
健
康
も
ひ
と
頃
よ
り
大
分
い
い
。
日
蓮
は
「
わ
れ
国
の
柱
た
ら
ん
」
と
叫
ん
だ
が
、
石
橋
さ
ん
も
こ
の
意
気
込
み
で
や
っ
て
も
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ら
い
た
い
。 

（『
週
刊
公
論
』
創
刊
号
「
石
橋
湛
山
│
明
治
が
培
っ
た
こ
の
叛
骨
│
」
中
央
公
論
社

　 昭
和
三
四
年
）

　 さ
て
、
現
在
、
多
く
の
人
び
と
は
、
先
の
見
え
な
い
不
安
定
な
社
会
の
中
で
、
も
う
少
し
は
安
心
で
き
る
生
活
を
し
た
い
と
切
実
に
思

っ
て
い
ま
す
。
宗
祖
の
立
正
安
国
の
お
考
え
を
も
と
に
、
お
題
目
結
縁
運
動
を
推
進
し
て
い
る
皆
様
に
は
、
今
回
、
石
橋
湛
山
の
思
想
と

行
動
を
学
び
、
社
会
の
人
び
と
と
と
も
に
安
穏
な
社
会
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　 今
日
と
明
日
の
二
日
間
、
各
部
会
に
お
い
て
活
発
な
討
議
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
基
調
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。
ご
静
聴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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